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第31号／平成26年11月

特集　100 年前の古建築修理　瑠璃光寺五重塔の解体修理

『防長教育』第 202 号表紙
（山口県教育会機関誌<大正 5年 9月発行 >山口県立山口図書館蔵）
瑠璃光寺五重塔解体修理の完了を伝える。同誌「余録」のコーナーに修理内容が詳細に記されている。
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瑠
璃
光
寺
五
重
塔
は
、
奈
良
法
隆
寺
・
京
都
醍
醐
寺

の
塔
と
と
も
に
日
本
三
名
塔
に
数
え
ら
れ
ま
す
。
大
内

義
弘
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
弟
大
内
盛
見
に
よ
り
香
積

寺
境
内
で
あ
っ
た
現
在
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
香
積

寺
は
江
戸
初
期
に
萩
に
移
築
さ
れ
ま
す
が
、
当
時
の
山

口
町
民
の
た
っ
て
の
願
い
に
よ
り
、
五
重
塔
は
萩
へ
の

移
築
を
免
れ
、
瑠
璃
光
寺
の
塔
と
し
て
そ
の
姿
を
山
口

の
地
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
毛
利

家
の
庇
護
の
も
と
、
万
治
・
貞
享
・
享
保
・
寛
延
・
安

永
・
安
政
年
間
に
屋
根
葺
き
替
え
な
ど
の
修
理
が
行
わ

れ
、
そ
の
情
趣
あ
ふ
れ
る
た
た
ず
ま
い
は
守
ら
れ
続
け

て
き
た
の
で
す
。

　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
「
古
社
寺
保
存
法
」

が
制
定
さ
れ
る
と
、
わ
が
国
の
歴
史
の
証
徴
と
し
て
、

各
地
の
古
社
寺
建
築
に
も
保
護
の
目
が
向
け
ら
れ
は
じ

め
ま
す
。
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
も
、
明
治
三
十
六
年
に
、

県
内
で
は
住
吉
神
社
本
殿
・
功
山
寺
仏
殿
と
と
も
に「
特

別
保
護
建
造
物
」（
現
在
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
相
当
）

に
指
定
さ
れ
、
国
に
よ
る
文
化
財
保
護
の
枠
組
み
の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
十
年
代
、
毛
利
家
か
ら
の
支
援
や
県
会
議
員
平

川
要
ら
の
奔
走
に
よ
り
塔
は
修
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
明

治
三
十
年
代
に
は
、
屋
根
の
損
傷
が
激
し
く
、
一
刻
も

早
い
治
療
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
一
年
、
古
社
寺
修
復
の
専
門
家
と
し
て
関

野
貞
と
塚
本
慶
尚
が
山
口
の
地
を
訪
れ
ま
す
。
東
京
帝

国
大
学
教
授
で
あ
っ
た
関
野
は
平
城
宮
址
の
発
見
者
と

し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
内
務
省
古
社

寺
保
存
計
画
嘱
託
」
な
ど
の
立
場
で
全
国
の
古
社
寺
修

理
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
建

築
史
家
で
す
。
塚
本
は
関
野
の
指
導
の
も
と
、
各
地
の

古
社
寺
修
理
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た
建
築
技
師

で
あ
り
、
こ
の
時
期
、
下
関
住
吉
神
社
の
修
理
に
関
与

し
て
い
ま
し
た
。
関
野
と
塚
本
の
登
場
は
、
破
損
状
況

の
精
査
に
基
づ
い
た
修
理
設
計
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
い
よ
い
よ
本
格
修
理
へ
の
第
一
歩
が

踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
修

復
技
術
者
の
配
置
、
費
用
の
工
面
な
ど
、
事
前
準
備
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
応
急
的
に
雨
漏
り

を
防
ぐ
手
立
て
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
特
別
保
護
建
造
物
指
定
を
受
け
る

■
根
本
修
理
へ
の
序
章

　

大
内
文
化
の
香
り
漂
う
名
建
築
「
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
」。
梅
・
桜
・
新
緑
・
紅
葉
・
雪
化
粧
・
月
あ
か
り
・
星
影
・
朝
も

や
…
…
。
周
囲
の
光
景
と
と
も
に
奏
で
ら
れ
る
四
季
お
り
お
り
の
豊
か
な
表
情
は
、
訪
れ
る
人
々
を
お
だ
や
か
に
も
て
な
し

て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
今
か
ら
ほ
ぼ
百
年
前
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
五
重
塔
の
解
体

修
理
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
り
あ
げ
て
、
近
代
の
文
化
財
建
造
物
保
護
の
一
場
面
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集

一
〇
〇
年
前
の
古
建
築
修
理  

瑠
璃
光
寺
五
重
塔
の
解
体
修
理

　明治末期の瑠璃光寺五重塔
　（右側）明治 41 年の「行啓記念」で山口育児院が発行した絵はがき（萩市明木図書館蔵）
　（左側）亀山山頂から瑠璃光寺五重塔を臨む。大正の本格修理前の屋根の破損状況を観察できる。
　　　　 （写真師麻生雲煙撮影<山口県文書館「毛利家文庫」>）
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明
治
四
十
一
年
の
「
応
急
修
理
」
の
工
事
見
積
書
で

注
目
さ
れ
る
の
が
「
亜
鉛
引
」「
波
形
鉄
板
」
の
文
字

で
す
。
新
聞
で
も
、「
大
破
」「
雨
水
漏
洩
防
」「
亜
鉛

板
に
て
屋
根
を
葺
き
お
る
始
末
な
る
」、さ
ら
に
は
「
当

地
の
一
名
勝
も
見
る
影
も
な
き
惨
状
を
呈
す
る
」
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
と
は
言
え
、

ト
タ
ン
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
由
緒
あ
る
古
建
築
を
目

の
当
た
り
に
し
た
人
々
の
落
胆
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
ト
タ
ン
被
覆
は
建
物
の
通
気
を
さ
え
ぎ
っ
て
し
ま

う
の
で
、
建
築
部
材
の
蒸
れ
腐
れ
を
ひ
き
お
こ
し
ま
す
。

木
造
建
築
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
根
本
修
理
の
実
現
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
時
、
下
関
住
吉
神
社
の
修
理
工
事
に
あ
た
っ

て
い
た
建
築
技
師
吉
森
敏
重
に
、
経
費
の
試
算
や
設
計

の
詳
細
に
つ
い
て
の
相
談
が
も
ち
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
三
年
六
月
の
暴
風
雨
で
五
重
塔
は
い
っ
そ
う
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
内
務
省
へ
の

報
告
に
は
「
酷
度
破
損
」「
屋
根
垂
木
露
出
」「
亜
鉛
葺

…
…
吹
キ
剝
ギ
」
と
あ
り
ま
す
。
五
重
塔
は
い
よ
い
よ

本
格
的
な
修
理
の
時
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
四
年
一
月
、
塚
本
慶
尚
が
山
口
県
か
ら
「
瑠
璃

光
寺
五
重
塔
修
理
工
事
監
督
」
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
塚

本
の
指
揮
下
、
全
国
各
地
で
修
復
の
実
務
に
あ
た
っ
て

い
た
吉
森
敏
重
と
佐
藤
竹
治
も
棟
梁
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

古
建
築
に
精
通
し
た
専
門
的
な
修
理
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
全
解
体
の
修
理
方
針
の
も
と
、
大
正

四
年
三
月
、
修
復
事
業
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
雨
漏
り
な
ど
に
よ
る
不
具
合
箇
所
の
把
握
と

そ
の
原
因
究
明
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
損
傷
の
著
し
い

部
材
は
取
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
古
建

築
の
修
復
で
は
、
補
強
に
よ
る
古
材
の
再
用
が
原
則
と

さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
の
修
理
で
は
、
取
り
替
え
材
と
し

て
高
野
山
の
檜
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
的
な
風

合
い
を
考
慮
し
て
、
新
材
は
塔
の
内
部
や
高
層
に
、
古

材
は
建
物
外
周
や
低
層
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

解
体
修
理
に
よ
っ
て
、
補
修
や
増
築
な
ど
の
変
遷
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
ほ
か
、
部
材
や
木
組
の
検
証
に
よ
り
、

創
建
時
の
建
築
技
法
が
解
明
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
解
体

を
経
て
そ
の
後
に
建
物
を
組
み
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、「
ゆ
る
み
」
や
「
ゆ
が
み
」
な
ど
の
経
年
劣
化
が

矯
正
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
木
造
建
築
の
解
体

修
理
は
、
建
築
技
術
の
継
承
と
文
化
遺
産
の
未
来
に
向

け
た
伝
承
の
舞
台
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

大
正
の
解
体
修
理
で
は
大
き
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

斗
組
の
部
材
か
ら
「
嘉
吉
二
年
二
月
六
日
」
と
記
さ
れ

た
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
ま
で
寺
伝
に
よ
っ

て
室
町
時
代
応
永
年
間
と
さ
れ
て
き
た
五
重
塔
の
建
築

時
期
が
、
こ
の
墨
書
に
よ
り
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
五
年
七
月
、
瑠
璃
光
寺
へ
の
引
き
渡
し
が
終
わ

り
、
五
重
塔
の
修
理
事
業
の
幕
が
お
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

ト
タ
ン
に
覆
わ
れ
て
い
た
屋
根
も
檜
皮
葺
き
に
復
原
さ

れ
、
新
聞
報
道
で
「
輪
奐
壮
麗
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
飾
ら

れ
た
修
復
後
の
五
重
塔
は
、「
山
口
の
風
景
上
欠
ぐ
べ

か
ら
ざ
る
も
の
」
と
し
て
の
日
常
を
再
び
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

古
建
築
を
見
つ
め
な
が
ら
た
し
な
む
心
お
だ
や
か
な

ひ
と
と
き
。
長
寿
の
世
の
中
に
身
を
置
く
現
代
人
に

と
っ
て
大
切
な
瞬
間
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
淺
川
）

■
ト
タ
ン
で
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
五
重
塔

■
大
正
の
根
本
修
理

■
建
築
年
代
推
定
の
て
が
か
り

■
古
建
築
へ
の
ま
な
ざ
し

　仮修理の見積書
　（「寺院仏堂　明治 41 年」<山口県文書館「県庁文書」>）

　大正修理後の絵はがき
　（山口県文書館「雨村家文書」）
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

世近 部 会具
に
は
関
西
方
面
の
水
産
業
者
が
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な
ど
の
買
い
付
け
に
来
て
い
た

そ
う
で
す
。

  

近
世
に
お
い
て
は
、
筑
前
の
鐘
崎
（
現
福
岡
県
宗
像
市
）
を
中
心
に
、
大
島
（
同
）

や
藍
島
（
現
北
九
州
市
）
な
ど
玄
界
灘
・
響
灘
に
面
し
た
地
域
の
海
人
が
、
宇
生
（
旧

田
万
川
町
）、
須
佐
、
宇
田
、
木
与
、
大
井
、
奈
古
、
萩
、
通
、
三
隅
、
仙
崎
、
黄
波
戸
、

大
浦
、
島
戸
、
角
島
、
矢
玉
、
湯
玉
、
厚
島
、
室
津
、
蓋
井
島
等
々
に
入
漁
し
て
い
ま

し
た
（
伊
藤
彰
「
鐘
崎
海
人
の
移
動
」『
え
と
の
す　

第
２
号
』、
一
九
七
五
年
）。
筑
前
の

海
人
は
、
熨
斗
（
の
し
）
等
を
つ
く
る
加
工
技
術
に
優
れ
、
各
地
に
活
動
の
場
所
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、角
島
で
亡
く
な
っ
た
筑
前
・
大
島
の
海
人
の
墓
で
す
。
こ
の
周
辺
に
は
、

海
人
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
自
然
石
で
つ
く
ら
れ
た
墓
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
異
郷

で
活
動
し
た
海
人
た
ち
の
力
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。 

（
担
当　

河
本
・
宮
﨑
・
小
田
）

　

昨
年
前
半
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
は
、
岩
手
県
の
三
陸
海
岸
を
舞
台
に
し
た

『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
で
し
た
。『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
は
、「
海
女
さ
ん
」
と
「
甘
ち
ゃ

ん
（
甘
え
ん
坊
）」
を
か
け
た
タ
イ
ト
ル
と
の
こ
と
。
主
人
公
が
挑
ん
だ
潜

水
漁
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
口
県
で
は
向
津
具
半
島
の
大

浦
を
中
心
に
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
年
、
向
津

筑
前
の
海
人

維
新
期
に
生
き
た
人
々
の
地
域
力

　筑前海人の墓

治明 維 新 部 会
　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
日
突
然
、
身
寄
り
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
し
ま
す
。
通
信
手
段
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
今
か
ら
約
百
四
十
年
前
の
豊
浦
郡
宇
賀

本
郷
（
現
下
関
市
）
の
人
々
は
、
こ
の
難
問
を
村
人
総
出
で
解
決
し
て
い
ま

す
。
村
医
者
を
し
て
い
た
古
谷
道
庵
が
、
四
三
年
間
に
わ
た
っ
て
医
療
記
事

と
合
わ
せ
て
書
き
続
け
た
日
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
十
日
、
生
後
間
も
な
い
男
児
が
道
庵
の

家
の
前
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
日
に
は
早
く
も
、
子
を

亡
く
し
た
乳
母
を
見
つ
け
ま
す
。
他
に
も
近
隣
の
女
性
た
ち
が
健
康
状
態
を
調
べ
た
り
、

体
を
洗
っ
た
り
、
母
乳
を
与
え
た
り
、
お
む
つ
を
縫
っ
た
り
、
ま
さ
に
寄
っ
て
た
か
っ

て
面
倒
を
見
て
い
ま
す
（『
山
口
県
史　

史
料
編　

幕
末
維
新
７
』
三
九
二
頁
）。

  

日
頃
か
ら
「
共
助
」
の
し
く
み
を
持
つ
宇
賀
の
人
々
は
、
心
理
的
距
離
も
き
わ
め
て

近
か
っ
た
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
緊
急
時
の
切
迫
し
た
状
況
の
中
で
、「
あ
そ
こ
に
は

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
」「
あ
の
人
な
ら
縫
い
物
が
上
手
だ
」
と
い
っ

た
細
や
か
な
情
報
を
ど
れ
だ
け
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
道
庵
の
日
記
は

私
た
ち
に
、
地
域
づ
く
り
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

 （
担
当　
北
林
・
岡
松
・
村
里
）

 「古谷道庵日乗」明治4年12月10日条
 （下関市烏山民俗資料館蔵）

　古谷道庵宅跡前の道路
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
募
集
広
告

東
京
で
見
つ
け
た
観
光
映
画
「
防
長
風
土
記
」

「防長風土記」のタイトル映像
（読売映画社 <現・株式会社イカロス >、
 東京都立多摩図書館にて撮影）

東京都立多摩図書館が所蔵する「防
長風土記」の 16ミリフィルム

『防長新聞』紙上のブラジル移民募集広告
（山口県立山口図書館蔵）

代近 部 会

代現 部 会

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）、「
笠
戸
丸
」
が
神
戸
を
出
港
し
て
以
来
続

い
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
起

こ
っ
た
革
命
と
世
界
恐
慌
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
価
格
の
暴
落
の
影
響
を
受
け
て

激
減
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
す
る
山
口
県
民
も
、
昭
和
五
年
か
ら
減

少
し
は
じ
め
ま
し
た
が
、
移
民
会
社
に
よ
る
募
集
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
移
民
募
集
の
新
聞
広
告
に
は
、「
渡
航
船
賃
全
額
補
助｣

｢

収
容
所
無
料
宿
泊
」

「
汽
車
賃
半
額
」
と
い
っ
た
渡
航
熱
を
あ
お
る
特
典
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
拓
務
省
の

ブ
ラ
ジ
ル
事
情
講
演
会
に
あ
わ
せ
て
、
移
民
会
社
で
は
懇
談
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
活
動
の
結
果
、
応
募
者
は
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。                 

　

と
こ
ろ
が
、
排
日
気
運
の
高
ま
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
昭
和
九
年
、
移
民
の
入
国
を
制

限
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
日
本
か
ら
の
移
民
は
再
び
減
少
し
ま
す
。
こ
の
後
も
、
拓

務
省
と
海
外
興
業
株
式
会
社
だ
け
で
な
く
、
県
庁
や
防
長
海
外
協
会
、
山
口
県
海
外
移

住
組
合
に
よ
る
講
演
会
や
活
動
写
真
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
と
と
も
に
、
新
聞

紙
上
で
の
募
集
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
移
民
減
少
の
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
昭

和
十
六
年
の
「
ぶ
え
の
す
あ
い
れ
す
丸
」
が
戦
前
最
後
の
移
民
船
に
な
り
ま
し
た
。 

（
担
当　

淺
川
・
古
屋
・
木
下
）

  

六
月
に
刊
行
し
た
『
山
口
県
史　

史
料
編　

現
代
４
』
は
、
戦
後
山
口
県

の
産
業
・
経
済
に
関
わ
る
史
料
集
で
、
第
七
章
「
観
光
」
で
は
、
山
口
県
の

観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
制
作
さ
れ
た
映
画
「
防
長
風
土
記
」
の
「
作
成
要
領
」

を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
映
画
の
企
画
段
階
に
あ
た
る
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
の
史
料
で
、
山
口
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
が
企
画
し
た
こ
の
映
画
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
読
売
映
画
社
が
製
作
し
、
当

時
の
観
光
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
映
画
の
原
版
は
、
現

在
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か

で
映
像
の
確
認
が
で
き
な
い
か
と
探
し
て
い
ま
し
た
ら
、
東
京
都
立
多
摩
図
書
館
に
16

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「
東
京
マ
ガ
ジ
ン
バ
ン

ク
」
で
知
ら
れ
る
都
立
多
摩
図
書
館
は
、
雑
誌
と
並
び
、
映
像
の
所
蔵
に
関
し
て
も
日

本
有
数
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
、
今
回
は
特
別
に
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

遠
く
離
れ
た
東
京
の
地
で
見
つ
け
た
当
時
の
山
口
県
の
姿
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
で

赤
く
焼
け
て
い
ま
し
た
が
、
映
像
が
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
担
当　

津
枝
・
山
本
・
中
野
・
河
村
）
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県史アラカルト 10

豊
後
国
佐
伯
藩
と
近
世
の
防
長

　

今
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
『
軍
師
官
兵
衛
』。
中
盤
の

見
せ
場
は
「
中
国
大
返
し
」
で
し
ょ
う
。
備
中
高
松
の
水
攻
め
、
そ

の
最
中
に
起
き
た
本
能
寺
の
変
、
信
長
の
死
を
隠
し
て
毛
利
方
と
の

和
睦
。
光
秀
を
討
つ
べ
く
、秀
吉
軍
団
の
激
走
。
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

和
睦
の
際
、
秀
吉
は
人
質
と
し
て
部
下
の
森
高
政
を
差
し
出
し
ま
し

た
。
こ
の
時
、
輝
元
が
「
森
」
は
わ
が
氏
と
同
じ
だ
と
告
げ
た
の
で
、
秀
吉
は
高
政
に

毛
利
を
名
乗
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
（『
寛
永
諸
家
系
図
伝　

第
十
二
』
続
群
書
類
従
完
成
会
）。

毛
利
高
政
は
、
そ
の
後
、
豊
後
国
佐
伯
藩
主
と
な
り
、
そ
の
子
孫
が
廃
藩
ま
で
治
め
ま

し
た
。

  

さ
て
、
左
の
写
真
は
、
そ
の
佐
伯
藩
の
「
郡
方
町
方
御
用
日
記
」
で
す
。
佐
伯
城

下
に
は
「
内
町
」「
船
頭
町
」（「
両
町
」
と
呼
ぶ
）
が
あ
り
、
経
済
の
中
心
地
で
し
た
。

町
方
の
記
録
に
他
国
船
の
入
出
津
記
録
が
出
て
き
ま
す
。
下
の
写
真
は
、
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
の
日
記
の
一
部
で
、「
同
（
正
月
）
廿
一
日
」
に
「
中
国
岩
国
」
の
孫
右

衛
門
と
市
郎
兵
衛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
枚
帆
・
三
人
乗
、
四
枚
帆
・
二
人
乗
の
船
で
入
津

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
艘
は
「
か
ら
船
」（
積
荷
な
し
）
で
し
た
が
、
出

帆
の
時
か
ら
そ
う
だ
と
は
考
え
難
く
、
ど
こ
か
で
積
荷
を
売
却
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

あ
る
い
は
、
佐
伯
城
下
に
至
る
ま
で
に
複
数
の
港
で
売
買
を
繰
り
返
し
た
可
能
性
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
年
か
ら
三
年
間
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
防
長
両
国
か
ら
入
津
し

た
船
の
中
心
は
岩
国
で
、
こ
の
ほ
か
由
宇
・
遠
崎
・
柳
井
津
・
上
関
・
室
積
・
下
松
・

妻
崎
・
須
恵
な
ど
の
船
が
、
米
や
木
綿
な
ど
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
紺
屋
や
鏡
研

ぎ
な
ど
の
職
人
も
出
稼
ぎ
に
来
て
い
ま
し
た
。

  

こ
の
ほ
か
、
同
藩
の
「
御
番
頭
御
用
日
記
」
に
は
、
他
領
か
ら
魚
を
求
め
て
佐
伯
に

来
た
人
々
の
こ
と
が
記
さ
れ
、「
磯
魚
釣
」
や
「
旅
小
買
」「
旅
魚
乞
」「
旅
魚
貰
」
な

ど
と
区
分
し
、運
上
を
上
納
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
釣
・
網
な
ど
の
漁
業
目
的
よ
り
も
、「
旅

小
買
」「
旅
魚
乞
」
な
ど
の
数
が
多
く
、
海
産
物
購
入
の
た
め
に
佐
伯
を
目
指
す
人
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
な
か
に
も
、
防
長
両
国
か
ら
渡
っ
て
く
る
人
々
が
い
ま
し

た
。
周
防
国
を
中
心
に
、
地
名
は
上
記
の
も
の
と
概
ね
重
な
っ
て
い
ま
す
。

  

佐
伯
藩
の
御
用
日
記
は
、
地
元
の
自
治
体
史
等
で
活
用
さ
れ
、
右
に
関
連
す
る
記
述

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
大
分
県
内
の
自
治
体
史
の
な
か
に
、
近
世
の
防
長

と
の
交
流
に
関
す
る
記
述
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

近
世
の
瀬
戸
内
海
の
流
通
は
、「
天
下
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
た
大
坂
と
北
国
を
結
ぶ

西
廻
り
航
路
が
中
心
で
し
た
。
こ
れ
を
木
の
幹
と
す
れ
ば
、
様
々
な
方
向
に
枝
が
伸
び

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
世
界
は
海
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
周
防
灘

を
挟
む
防
長
と
二
豊
（
豊
前
・
豊
後
）
は
、
目
と
鼻
の
先
だ
っ
た
の
で
す
。 　

 （
河
本
）

　略地図

　「佐伯藩郡方町方御用日記」
　（佐伯市教育委員会蔵）

　享保14年の日記の一部

岩
国下

松

佐伯
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　会誌『温故』

　

私
は
、
現
在
、
富
岡
製
糸
場
に
続
く
来
年
の
世
界
遺
産
と
し
て
、「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
を
認
定
し
て
も
ら
う
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
欧
米
が
一
五
〇
年
を
要
し
た
産
業
の
近
代
化
を
、
日
本
は
、
幕

末
か
ら
明
治
末
ま
で
わ
ず
か
五
〇
年
で
成
し
遂
げ
、
世
界
の
先
進
産
業
国
家
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
日
本
人
が
長
年
培
っ
て
き
た″
も
の
づ
く

り
〞
や
、
教
育
へ
の
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
証
で
あ
る
産
業
遺
産
群
は
、
世
界
的
に
見

て
も
充
分
な
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
広
く
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
昨
年
政
府
の
推
薦
を
得
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
申
請
し
た
が
、
具

体
的
に
は
、
九
州
、
山
口
を
中
心
に
八
県
一
一
市
に
跨
る
二
三
の
遺
産
群
が
対
象
と
な
る
。

　

私
は
今
回
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
登
録
認
定
に
向
か
っ
て
の
諸
活
動
に
備
え
る
た
め
、
防

長
俱
楽
部
、
山
口
七
夕
会
の
仲
間
を
誘
っ
て
、
萩
を
訪
問
し
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
遺
跡

を
こ
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

萩
の
産
業
遺
産
群
は
、
今
回
の
二
三
の
世
界
遺
産
候
補
の
中
で
は
、
最
も
初
期
の
も
の

で
、「
萩
反
射
炉
」「
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
」「
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」「
萩
城
下
町
」「
松

下
村
塾
」
の
五
つ
か
ら
成
り
、
幕
末
に
西
洋
技
術
を
取
り
入
れ
、
何
と
か
産
業
化
を
目
指

そ
う
と
し
た
地
域
社
会
、
長
州
藩
の
全
体
像
と
そ
の
特
質
を
良
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
実

感
し
た
。
中
で
も
、
強
い
感
銘
を
受
け
た
の
が
、
松
下
村
塾
で
あ
る
。

　

実
際
に
松
下
村
塾
の
狭
い
八
畳
の
間
に
座
り
、
松
陰
神
社
の
上
田
宮
司
か
ら
吉
田
松
陰

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
が
、
あ
の
若
さ
で
、
わ
ず
か
一
年
余
り
の
短
期
間
で
、
日
本
の

近
代
化
に
貢
献
し
た
多
く
の
人
材
を
育
て
た
吉
田
松
陰
と
い
う
人
物
の
偉
大
さ
に
改
め
て

感
銘
を
受
け
た
。

　

来
年
は
、
松
陰
の
妹
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
世
界
遺
産
決
定
と
相
ま
っ
て
、
萩
の
町
や
山
口
県
を
訪
れ
る
人
が
増
え
、
吉
田
松
陰

の
偉
大
さ
が
日
本
は
勿
論
、
世
界
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

ふるさと山口・29

山
口
県
に
世
界
遺
産
を

　
　
　
　
　
　

産
業
遺
産
国
民
会
議

理
事
長　

八　

木   

重
二
郎

地域に根ざす・30

須
佐
郷
土
史
研
究
会

　

本
会
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
会
則
を
定
め
て
正
式

に
発
足
し
ま
し
た
。平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）に
本
会
の「
東

京
部
会
」
と
し
て
首
都
圏
在
住
須
佐
出
身
者
が
地
元
と
相
携
え

て
郷
土
史
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
組
織
と
し

て
発
展
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
地
元
会
員
二
三
名
、
県
外
会
員
一
四
名
で
合
計
三
七
名
で
す
。

　

こ
の
会
は
「
須
佐
地
区
を
中
心
と
す
る
郷
土
史
の
綜
合
的
研
究
を
目
的
と
す
る
」
と

会
則
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
須
佐
の
歴
史
や
史
跡
、
文
化
財
、
自
然
や
風
俗
な
ど
広
い

分
野
で
調
査
研
究
を
し
、
そ
の
成
果
を
保
存
し
、
伝
承
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

（
１
）
古
文
書
を
読
む
会　

須
佐
に
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
解

読
し
そ
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
毎
月
二
回
実
施
。

（
２
）
調
査
研
究
と
し
て
、
現
在
須
佐
市
中
細
見
図
（
江
戸
末
期
作
成
さ
れ
た
も
の
）

と
現
在
の
須
佐
街
と
の
対
比
を
図
示
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度

中
に
完
成
予
定
で
す
。

（
３
）
須
佐
と
関
連
の
あ
る
史
跡
を
探
訪
（
毎
年
一
回
）　

今
ま
で
実
施
し
た
主
な
史
跡

は
、
益
田
市
中
の
史
跡
、
旧
萩
の
史
跡
、
益
田
親
施
ゆ
か
り
の
史
跡
、
須
佐
内

の
史
跡
等
で
す
。

（
４
）
会
誌
『
温
故
』
の
発
刊　

昭
和
五
十
五
年
か
ら

発
刊
し
、
今
ま
で
に
二
五
号
発
行
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
歴
史
講
座
の
開
催　

須
佐
に
関
連
の
あ
る
事
柄

に
つ
い
て
、
講
師
を
招
聘
し
た
り
、
地
元
講
師

に
よ
る
講
座
等
を
年
数
回
開
い
て
い
ま
す
。

（
代
表　

西
村　

武
正
）

　
　
　

連
絡
先  
萩
市
大
字
須
佐
四
五
七
〇

－

一　
　

　
　
　
　
　
　
　

須
佐
公
民
館

　
　
　

電　

話　

〇
八
三
八
七

－

六

－

二
三
一
〇
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お
知
ら
せ

こちら
県史編さん室

科
教
授
）
で
、「
今
、「
ム
ラ
」
を
考
え
る
―

山
口
県
の
地
方
改
良
運
動
と
経
済
更
生
運
動

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
存
続
し
て
き
た
「
ム
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
地
縁
社
会
を
、
近
代
の
行
政
は

ど
う
扱
お
う
と
し
た
の
か
と
い
う
趣
旨
で
、

専
門
的
見
地
か
ら
語
ら
れ
た
講
演
は
、
大
変

興
味
深
く
、
参
加
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

　

十
月
十
一
日
、
山
口
市
の
山

口
県
教
育
会
館
を
会
場
に
、
第

二
三
回
山
口
県
史
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
山
口
県
史
編
さ
ん

専
門
委
員
の
勝
部
眞
人
先
生

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究

　講演中の勝部眞人先生

  

◆
今
年
度
は
、史
料
編
『
近
世
７
』『
幕
末
維
新
７
』『
現
代
４
』

の
三
巻
を
刊
行
し
、
こ
れ
ま
で
に
三
四
巻
の
県
史
を
刊
行
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
配
本
予
定
巻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 　
　

　
『
史
料
編　

近
代
３
』
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
、
中
央
集
権
的
画
一
化
が
進
行
す
る
中
で
の
、

本
県
の
政
治
・
社
会
・
文
化
等
の
史
料
を
収
録
し
ま
す
。

　
『
史
料
編　

現
代
５
』
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
か
ら
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
行
す
る
一
九
九
〇
年
頃
ま
で

の
時
期
を
対
象
と
し
、
戦
後
日
本
の
政
治
・
社
会
の
変
遷
の
中
で
、
山
口
県

域
の
政
治
・
行
財
政
・
社
会
・
教
育
・
文
化
・
世
相
が
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
て
き

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
を
収
録
し
ま
す
。

　
『
通
史
編　

近
代
』
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
か
ら
第
二
次
世
界

大
戦
終
結
ま
で
の
本
県
の
近
代
史
を
、
多
様
な
歴
史
的
要
因
に
目
配
り
し
つ
つ
、
幅
広

い
視
野
か
ら
描
き
出
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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